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全8卷 ・菊,朝洋糧 美 装 各 科n
毎1二.分幽厨雨 入o

各卷F卩 郷50頁 以i..自

蜜 費 ・1i4》3圓 うo錢

逞 料 騨6踐 〔11i[勺)14茎蹇{珂L方)
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簸
過 去 四 十 年開 に於 る物 理學 上 の 進 展 は 、 眞 に 一韓 期 を劃 す る も

の で あつ て 、鼾 來 の 科 學 史 ヒ永 逼 にll匸三憶 せ られ る もの で あ ら う。

そ して1し影 響 は物 理 撃 、1ヒTt、.Il學 等 無 機 物 の領 域 を超2て 生物

學,幣 學 の 舞屯h/に 及び 、更 に.'汰 の 抱 く思 想.槻 念 を も左 右 しや
うと して ゐ る。 以 て共 の 人懸i文化 臼 こ於 け る 基礎 の 深 さ を窺 ふ に

.足る もの が あ る 。

今 や'"國 は4く曾 為の.n.大 時嚇 は 直 面 し 、あ らゆ るliltljlC國 力の

擴 充 を 安求 せ られ つSる 。 藪 にIlil子物 理 學 の 各部 門 に 亘 り本or4s

座 を 刊 行 す る所 以 の もの は 、 自然 界 の認 識 を深 め我 が 科 學 の 華 礎

を上1}はん が 爲 で あ つて 、廿 了'物理kの 充分 な る咀嚼 體 得は.更 に

新 しき物 理 屡 へ の飛 躍 を準 備 し、科 學 産艶 の 諸 分 野 への 應 用 を旺
ん な ら しむ る もの と信rる か らで あ る。本 講 庫 に依 り聊 か な りと

もntii的 を達 成 し、我 國 文 化 に.ゴ〔献 す るtr,あ らば 、欣 快 こ1.tlL過

ぐる もの は な い。

希 イ.力 學(嵌 詮)

},tイ ・ 力 學(昏 論)

原 一ゴ ス ベ ク トル 及 分 子 ・ス ベ ク トル

fii子 化 學(化 墨 反NA1)

塞ir=子f匕學(瞭 子`賈 とfヒ學P{輿墜..丿理 論)

化蚊 一f.

固

磁

衙

x

レ1

原 」囓・

僚f.

.;.=

突

f.'厂=

核4厂 可

穣 物

學(分 ∫.ffi-e:)

体 卩侖

性 論

現 象

縛

極 覇/

元 集

理 學(實 驗)

理 學 〔列1論)

宙 午

電 水

士髄;1子 物np學 と 天 文 學
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し

明治一大正一昭和の聖代に亘る化學的文献の調査

に必要なる鍵は茲に全 く完成す

異哭 日本 化 學 研 究 會 編 纂

・甘警ii鑾轡 學蕾繕1覧

新 第 一 集 第 七 卷 〔一/<Oiユ4-U;Yの 文献を牧蔵す〕 新
一is$'7理 學 浄1=眞 島 利 行

刊 體貅 鰍 盡緬鵬 鞁'こ臨 内㌦,簾靉 欝 頁 刊

日 本 化 學 總 覽 は 丿、1E七年 その欟 に都 せ るにょ り約20年,i;kllJ膾,日

本 學 術振 興 會 共他 各 加llの 援 助 を仰 ぎ 今般 漸 く第七 卷 のPgTrを 了 し 茲 に明治 一大

正 の化學 的 文献 の抄鑠 を完 戒せb。 本;邦に於 け る一般化 學 の研 究 は 勿論 化學 工

業 ・醫學 ・iiiF3;sac-r一・藥學 等 に亙 る廣 汎 な る研 究 の7pる 報kli特 許 等は その要粹

を抄 録 して集.載せ りp故 に我國 の化學 及び 闘 係學 術 の 丿く勢 は一fa6it然 た る もの あ

り。化學 的 夊 献の探索 竝 に研 究 の進 捗 は本.4に よ り愈 々能率 的 とな るべ く,化 學

に關係 あ る官 衙 ・學校,會 礼 試驗 所 は 勿論,研 究 者,技 術 家諸 賢 は備 へ て以 て'

rl國 の進 歩 を知 る とi,に.本G't'r"fiの 物資 の研究 利 珊 に資せ られ 遺 漏 なか らん事

を拗 奬 す。

既 刊 出 版 物
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一 、 一'

本.化 學 會

([朔治 一1.・一 年 四 月.at京1匕 學 會 ト シ テ看ll立)

本 化 學 侖
目

独
四⑳

kw

L

月刊一册'金壹圓・一箇年前金拾貳圓(郵税共)'

BULLETINOFTHECHEMICALSOCIETYOFJAPAN:.,

}.

月刊一eo一.五 拾 錢 ・高 箇年前 金 六 圓(郵 税 共)'

..iゴー.ゴー 、r..一..亨}〕一一 一

購 讀 希 望 の 向 は 邦 交 會 誌 の 方 は

東 京市 神 田.區表 紳 保町 三
げ

!1司 京 橋 區 槇 町 三 丁 目三

に 串 込 ま'れ た し。

東

北

日 本 化 學 倉 規 則 摘 要

京

隆

、

堂

館

二 傾 本曾は 化畢の進歩 及ひ普及 を圜 るを以て 目的 とす_

四 慷 曾員は 化學 に密接 な る開係 を看 す る個人叉 は團盟 たるへ し(以 下略)

細剛 革二1環 會員は下の資 格 の一 を儷 ふへ し
」蔓.,

一 化學若 くは 化畢 に密接 の關 係あ る學科 を修 め叉 は有盆 な る研究 論夊 を公 にした ること

一 化學上顯 署の成績 を舉 け若 くは化學工場 に在 うτ責任 あ る位 證に立ちた ること

.一 化學 に密 接なる闘 係 を有す る法 人.又は これ に相常す る團盟 たるこ と

第 六 條

・ 膚'可 否は常譲會 に於 τ之を決 す

;第 十 五 慷 常曾 は會 勝報告及學 衛講演等の爲 め四八雨 月を除 き毎 月之 を開 く(以.ド 略}

・ ..■第+七 條 年曾は(中 略)毎 年 四月之 を腸 く 〔以下略}一

聾 繝1悌 二+六 探

監 第二十三慷 曾誌 は曾員 に配 茄し且攣術 普及の 日的 を以て之 を發賣 す

.引 「第 二十四條 會 費ε弐一 箇年金拾 圓 とす

第 二十 六條 曾 費は入曾鰓 可の月 よb納 むへ し
.5

紬則 第三十三條`

月 よb翌 年三月 まτの分 を十月 にブ徴 集す(以 下略 》
ロ

ド ロ

細則第三十四條 入會者の會費は其際月割を以τ該期分.を徴集す噛
.「.毳

.._....._、........一....._.,._._一__.一 一.一_^へ..鱒.....一._._一..一._.._.一......._..,.～...一.
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入會 を望 ひ者 は曾員二名の紹介 を以 τ學歴 蕁を記入 しra申 込啓 を曾長 に差 出†へ し、其の

r

1

,第 二十二峰 本曾 に毎月一囘 卩本 化學曾誌 を登行 す、日本化學會誌 は之 を邦 丈及欲 文の二1tr_分 っ1

會誌 には報丈、綜 説、抄鮭、雑 銘、記事等 の欄 を設 く但 し獣文曾誌 は稷交を主 とす
e
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入.會希望者 にして紹介者 なきと.きは學業履雁及び現職 を牛芋に詳
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月 刊 肖 然 科 學 雜 誌

科
安藤廣一太郎 問田武松

柴田雄…欠 橋m郵 彦

學
編.輯

柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹

墫井誠太郎 主任石原純
,

4月 増 刊 號

.特 輯 世 界 大 戰 と 科 學 者

[定儔本號に限 りao錢 ・$1.uR!]

卷 頭

職爭 と科學者

論 述

中 村 清 二;世 界大脚1■に於 ける歐米讀網の學 問動 貝.

川 丸 衛 郎;厥 洲大職 に活躍せる學者の面影 と思rll

川 巾 芳 堆=蹟 洲大瑜 に於 て發建せ る獨匙の合成晶及 び代川lll1

秋元波留夫;世 界大職 と箭釧1病學

小 泉 丹 乙囘想慚 片

科 學雑纂

細 谷 雄 太=世 界大磯 中の瑞 偶

西 成11「=大 駿償時 の.世ひlll
】937イ1…に物故せ る科墨 者 〔z.s,) .

科 學時事

5月 號 内.容 梗 概

卷 頭

科離 時 嘱の報,_つ いて

壽 書

ゴルヂ ー髪 置 の 一 荷 檢 出 法 〔多蘇 尾 四 郎),蜥 蜍 の享Ill墨卵#fi(M.の 紐犠 に 就 て(堀 江

秀 光),特 異 な る魍 期 的A劬pi憩 動 の一例(太 π1眞,,種 々の カ'ラスのX線 ル ミ7..、セ

ンスに就 て(籍 海重 行 ・多 川45.E7,隔fつ ら ら"に 出 來 る縞模 膝(戸 塚 武 彦},k'<qこ の
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日本學 術 振 興 會 第十 三 小 委 員會 編 纂

我國に於ける觸媒作用の研究

第 一 輯

〔昭 和 二 年 一 昭 和 九 年 〕

本i;は 上記八 ケ年 にユ`る觸媒關係の文獻(特 許 を含 む)の 抄録 を集 めた るも

のであつて,觸 媒學の見地 より詳細 に分類 されてゐる。 飼卷未の索引には特

に注意が拂はれてゐるか ら工場 に研究室に芍 も觸媒に關係せ られ る諸子 にと

つては必携の=1r.と云はねばな らない。 目下第二輯が執筆 されつ 丶あ るが,第

一輯殘部 に制限があるか ら至急購入せ られん事 をお奬 めする。

CIJ

CIIJ

[III]

Cn7

〔V〕

一 主 要

刪 項 目

觸媒 に關 する研究

吸着(收 着)に 關する研究

反應動力理 に關する研究

有機化學及 一般 應用化學 に

於ける觸媒 反應の研究並 に

J:じ應月玉 ●

有機化學及一般 應用化學 に

目項

ラ六十七

〔VI〕

[vrr)

〔VII1〕 特

於:3るlk作 用の研究並 に

其 應用

觸媒及吸着 劑の製法,觸 媒

及吸着作用の操作及作用装

置

著者及雜記

許

日本標11覲格B列5號(132mmx3:iimm)726頁

定 價 金 五 圓(遑 料 廿 二 錢)

'

賣捌所 岩 波 書

東 京 市 紳.田 區 一 ツ橋 ニ ノ 三

振 替 ・東 京26240番
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◇黙煌燦 とLて輝 く本講座の意義 と其使命◇

.

肛 鍮 難 環 ㈱ 疏 陥 酸礫 什醐 脂聡 硫醍嚥 ・蚓纏 機鶇 工黻 び儂 藥楓 欝II

火

rl然 界 に於 け る多 くの 現 象 か.擾 驥1颶 彑:に依 て行iま1して 屠 る こ とは 、 動杣 物:'川 二i4ik,象が觸 媒0,一p(;tる 酵 素

の作 川 にN;く こ とに 依 て も砌 る。1听 の如 き酵 素 の1'FIIIは各 種 の 化學1v脚 例.、 ば 譌帖,麥 酒,ri,i5,IU:'iits,讐

油等 を總 括 す6醸 造 エ 業 よ丿 更 に 汀を詮は 各1繭の1rl&fiFア セ トン.1:1級7ル コ卩 儿、讎 酵 グ リセ リン等の 化 學 コニ

業 にtJ.て 應 用 さ#Lて 居 るo然 るに 吾人 ば今 口獪 丙蜜素 の 仁臓 並 に 件lll列 論 に闘 し.C鄭 る所 が睡 め て尠 い ので あ るo

更 に 悗 近に 於 け る多 くの重 要な る化學F蝿1が 、 觸 媒 の作 聰亅に 依 て 喋 化 し得 る條 件1二遒 合 す るに到 っ た介成 ア

1乙編 纈 認 謝 ㌶ 講1粟臻鷲謂鸞1、鰥鵬潔蕊禦藷織 賢 饗 和

皆然 りであ る,
其の甚壷 をなす所 ぎ.}煽媒の珊 膚に開 してi3,極 めて遅々たJ斯 の如 き化學工業の赫 々た る彊塗に もllllら.鱈

覦 るのみであ る・近 き㈱ 二於 て ・觸 塵纏 論噸 な く・ 働 黛 嘲 皇い 經軅 轍 及び賞瞼・#tr
nn果 に 依 り釜 々憲 速 な る逾 展 を縦 け るで あ ら う。 而 して 其後 に於 て姑II・}は崩媒 理1醤に導 か1しる所 の 化撃 ユ 契 の 獲 展

が 來 るで あ し う。

從 て從 來 の 敷 多 き觸 媒/11の 現 塾ICつ畠1.9`iを網 羅 緯括 すO郭 並に 是 「番を研 究 サ査fiる ・.z.以Lの 經 験 及 び賞

驗 に 依 て觸 媒 を工 業的 に慮 刑す る」=にt,乂 鯛 蝶 う理 論的 醗 究 の 卩 二i丿 リニ缺 く叮 らさ.る事で あ るo此 の:L:Maに

於 て本 講 座に 貢 獻 す る所 頗 る大 な こ もの が あ る と恩 ふ 。 〔ン1}1⊂帝 國 大 墨rAs'a;Vtt.川 化 學 科致 竈 工nt{tip・17川中 芳 雄

教{受推 廳 丈 よ9)

◇堂々完璧を誇る觸媒化學全貌の闡明と理論的研究
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